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※ 太線は中期前葉、赤色は埋葬施設
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弥生時代の墓
　　　　　　　　　宮腰健司

　（愛知県埋蔵文化財センター）
　　キーワード：方形周溝墓　朝日遺跡　土器棺　埋葬人骨

１. この地方でもっとも多く見つかっている弥生時代の墓として方形周溝墓がある。埋葬部分
（墳丘）の平面の形は方形で、周囲４方向に溝（周溝）を巡らせる。方形周溝墓は弥生時代前
期に近畿地方で始まった墓制で、古墳時代まで続いていく。埋葬施設としては、土坑（穴を掘
って埋葬する）、木棺（木の棺）、土器棺（壺や甕を棺にする）がある。埋葬施設の数は単独の
ものと複数のものがあるが、大きさや供献土器・副葬品などにはあまり差がみられない。
２. 伊勢湾岸地方では、弥生時代前期から中期初頭に伊勢から尾張北部で墓として採用され、
中期中葉から後葉に三河・美濃、さらに東日本へと分布範囲が広がっていく。平面の形が、四
隅が途切れる形態の墓は、伊勢から尾張北部で定型化したと考えられ、その形のものが東日本
へと伝わっていく。
３. 愛知県清須市・名古屋市にある朝日遺跡では、弥生時代中期から古墳時代初頭にかけ 400
基を超える方形周溝墓が造られている。大型方形周溝墓を含む東墓域と、中～小規模な方形周
溝墓の西墓域を中心に、さらに南北にも墓域が設けられる。方形周溝墓は既に造られている墓
を壊さずに新しい墓が順次造られていくので、当時ムラの周りには広大な墓地が広がっていた
ことになる。
４. 弥生時代中期後葉になると、墳丘上に土器棺が置かれるようになる。近畿地方では小児棺
とされるが、縄文時代以来の土器棺の伝統があるこの地方での様相は。
５. 方形周溝墓・土器棺以外の墓について。
６. 後期以降になると、墓の形が変化する。

次回は 1 0月 6日（土）「古墳の時代の古墳、お墓、その他」　早野浩二

公益財団法人愛知県教育・スポーツ振興財団

愛知県埋蔵文化財センター
〒498-0017　愛知県弥富市前ケ須町野方 802-24

　 Tel. 0567-67-4163　　 Fax.0567-67-3054　
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